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平成 29 年３月期 第２四半期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 平成28年５月12日付当社「平成28年３月期決算短信」において公表いたしました平成29年３月期 第

２四半期累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）の連結業績予想数値と本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．平成 29 年３月期 第２四半期累計期間の連結業績予想数値と実績値との差異 

（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

               
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株
主に帰属
する四半
期純利益 

1 株当たり
四半期 
純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（Ａ） 1,000 △65 △75 △80 △4.94

実績値（Ｂ） 1,021 △73 △71 △53 △3.28

増減額（Ｂ－Ａ） 21 △8 3 26 ―

増減率 2.1% ― ― ― ―

(ご参考)前期第２四半期実績 
(平成 28 年３月期第２四半期) 777 △87 △96 △101 △7.29

 
（注）１ 前回発表予想の 1株当たり四半期純利益は、期中平均株式数 16,200,021 株に基づいて算

出しております。 
２ 実績値の 1株当たり四半期純利益は、期中平均株式数 16,200,041 株に基づいて算出して

おります。 
３ 前期第２四半期実績の１株当たり四半期純利益は、期中平均株式数 13,852,907 株に基づ

いて算出しております。 
 
 

２．連結業績予想数値と実績値との差異の理由 

景気は、政府の政策を背景に緩やかな回復基調が見られましたが、海外景気の下振れリスク、

円高や株価低迷、個人消費の伸び悩みなど不透明な状況で推移いたしました。当社を取り巻く事

業環境は、室内装飾品関連（カーテン等）市場に影響を及ぼします新設住宅着工総戸数は増加し

ておりますが、個人消費の伸び悩みなどで厳しい環境となりました。 

当社グループの売上高に関しましては、当社（室内装飾品関連）は個人消費の伸び悩みが影響

して減少しましたが、子会社であります株式会社レックアイ（ＩＴ関連）はシステム開発等の受

注が順調に推移したこと、また、株式会社イフ（室内装飾品関連）は外商が好調であったことで

増加となりました。 

利益面に関しましては、特別利益においてＩＴ関連で違約金収入が発生しましたが、特別損失
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において当初の予想より固定資産除却損が少なかったことで、当初の予想より損失が減少となり

ました。 

 

３．通期の見通し 

通期の見通しに関しましては、個人消費の伸び悩みのなか、今後、当社の小売業への販売は不

透明ではありますが、住宅メーカーへの販売が堅調に推移することが見込まれること、また、子

会社であります株式会社レックアイ及び株式会社イフの業績が、引き続き順調に推移することが

見込まれることから、通期の業績予想につきましては、現在のところ前回予想数値に変更はあり

ません。 

 

(注) この資料に記載しております業績等の予想数値におきましては、発表日現在において入手可

能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性が

あります。 

 

 

 

   以  上 
 


